
保健教育学科の学び（3つのポリシー）
※カリキュラムは変更となる場合があります。
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1年次 2年次 3年次 4年次
基礎教養や保健体育教諭・
養護教諭に求められる
基礎的な知識を修得し、
健康管理、身体機能の
維持教育に関する知識に
ついて理解を深める

人間の心身の成長発達
及び保健体育の社会的
意義等についての知識、
看護学に関する基礎知識、
保健体育の指導法及び
教育目標に関する
基礎知識を修得する

教員に必要な基礎的な
知識や技術を学び、
これまでに修得・
深化させた専門知識を
教育実習で応用・実践する

教育実践などで
明確化した課題等を
卒業研究や
演習活動で深化させ、
実践的指導力を
身につける

自由科目

養護実習 自由科目

専門基礎科目

専門基礎科目

専門科目

専門科目

大学入門演習Ⅰ・Ⅱ

教育基礎演習

科目一覧

教養科目

教養科目

教育実習・
看護実習・
養護実習

専門基礎科目 専門基礎科目

専門科目

教育専門演習

1年次 2年次 3年次 4年次

資格取得関連科目　●中学校・高等学校教諭一種免許状「保健体育」  ●養護教諭一種免許状　

教職研究

卒業研究Ⅰ・Ⅱ

専門科目

●●基礎総合英語
英会話(基礎)
中国語
手話（基礎）
国語表現法
●●情報科学

●●健康体育法
●●公衆衛生学（含：予防医学）
●●運動生理学
●●機能形態学
●●疫学

●体育実技（陸上）
●体育実技（球技Ⅰ・Ⅱ）

●養護活動論
●感染・免疫学
●薬理学
●看護学概論
●●学校保健

英会話(応用)
情報処理

●栄養学(含：食品学)
●運動学(含：運動方法学)
●体育原理
●体育社会学
●体育心理学
運動の科学
レクリエーション論

●体育実技（水泳）
●体育実技（武道）
●体育実技（ダンス）
●体育実技（ウインタースポーツ）
●保健体育科指導法Ⅰ・Ⅱ

●健康相談
●看護学演習
●●小児保健
●●学校看護学
●学校看護学演習
●●学校救急処置
●学校救急処置演習

レクリエーション実践論

大学入門演習Ⅰ・Ⅱ 教育基礎演習 卒業研究Ⅰ・Ⅱ教育専門演習

医学概論 国際保健

●●教職論
●●教育原理

●●教育心理学
●●教育課程論

●●教育制度論

●体育経営管理学
●体育実技（体操）
●保健体育科指導法Ⅲ・Ⅳ

●●生徒指導論
●進路指導論
●●教育相談
●●教育方法論
●●特別活動論及び総合的な
学習の時間の指導法
●養護実習Ⅰ

●●道徳教育論
●●特別支援教育
●養護実習指導
●養護実習Ⅱ
●教育実習指導（中・高）
●教育実習Ⅰ・Ⅱ（中・高）

●教職実践演習（養護）
●教職実践演習（中・高）

●看護実習指導
●看護実習
●●精神保健

スクールソーシャルワーク論

スポーツ文化
スポーツ指導論
スポーツマネジメント
ジュニアスポーツ指導法

教職研究（養護）Ⅰ
教職研究（保健体育）Ⅰ
スポーツ科学
フィットネス･エクササイズの
理論と実際Ⅰ・Ⅱ

教職研究（養護）Ⅱ
教職研究（保健体育）Ⅱ

心理学概論
発達心理学Ⅰ・Ⅱ
コミュニケーション心理学

精神医学
認知心理学Ⅰ・Ⅱ
青年期の発達心理
カウンセリング概論

キャリア形成Ⅰ キャリア形成Ⅱ 

●●日本国憲法
国際関係論　哲学
人間と宗教
臨床への宗教学
生と死の教育

赤穂学　ボランティア論
地域社会学　社会学
生物学　化学

卒業時に修得している力

① 教科に関する専門的知識と同時に幅広い教養を持ち、運動技術に関わる指導のみならず、青少年が明るく豊かな生活を営む心や態

度を育てることのできる保健体育教諭

② 青少年の心と体の健やかな発達を担い、学校内外の機関と連携しながらメンタルヘルス問題や健康管理・維持教育に貢献できる養

護教諭

③保健体育の知識や技術を活かし、教育・スポーツ関係企業、公務員（警察、消防など）など、地域社会で活躍できる人材

ディプロマ・ポリシー

教育カリキュラム

保健体育（保健学習・保健指導）の知識を基盤としながら、人々の健康保持・増進を図ることができる能力を育成し、青少年の心と身体

の健やかな発達に関わる知識に加え、救急処置や学校看護、精神保健などの看護学的知識を学ぶ。これにより、確かな知識を持ちなが

ら課題解決のために行動できる実践力を持った学校教員を育成する。

カリキュラム・ポリシー

入学時の学生の力・求める人材像

①高等学校教育課程の内容を幅広く修得している。

②青少年の心と体の健やかな発達に真摯に関わり、中学校・高等学校教諭、養護教諭を目指して意欲的に学習し、教育・保健の専門家

としての立場から社会に貢献したいという意欲を持っている。または、保健体育の知識・技術を生かし、教育・スポーツ関連企業や公

務員など、地域社会で幅広く活躍したいという意欲を持っている。

③社会で起こるさまざまな出来事と教育・保健との関連性について常日頃から関心を持ち、疑問に感じたことに対して、自ら調べ、解決

に向けて取り組む習慣を身につけている。

④高等学校などでの学習や課外活動・ボランティア活動などで、他者と協働した活動や学習の経験があり、他者と協力しながら課題を

やり遂げる意欲を持っている。
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